






lgA 腎症及び紫斑病性腎炎の腎糸球体における間質型コラーゲンの存在の有無を検討した。

lgA 腎症及び紫睡嵐生腎炎において、正常では見られないⅢ型コラーゲンが認められた。

このことは、これらの疾患において組織変化の進行に伴い腎糸球体内細胞おそらくメサン

ギウム細胞か間質型コラーゲンを産生することを示しており、これが慢性化機序の一つの

因子になっているものと思われた。 


